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研究成果の概要（和文）：本研究では、ミャンマー、ラオス、ベトナムと中国雲南省との国境地

域に居住する少数民族に着目し、農業を中心とした生業活動の変化、健康管理の方法や生活文

化の変容のあり方について現地調査をおこなった。その結果、国境地域の少数民族が、中国や

タイといった「大国」から政治的、経済的、文化的圧力を受けながらも、日常生活においては、

新たな生存戦略を確立していくプロセスを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This study focused on recent changes in everyday life of ethnic 
minorities living in the border regions of Myanmar, Laos, Vietnam and China.  Based on 
the field surveys on subsistence activities, health care and lifestyle, it was indicated that, 
although the regional powers of China and Thailand had hegemonic influence upon the 
border societies in the political, economical and cultural aspects, people behaved actively 
and wisely to create a new life strategy.  
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１．研究開始当初の背景 
1）中国の東南アジア進出 
 最近 20 年間では、中国が東南アジアに進
出する動きがさかんになり、とくに 2000 年
以降、援助政策や経済投資が強化され、多数
の中国人が東南アジア大陸部に移動した。東
南アジア諸国はその援助政策を受け入れ、国
境貿易のために経済特区を設けるなど、中国
の進出をサポートしている。 
 とくにその状況が顕著なのが、ミャンマー
である。アヘン用ケシ栽培撲滅を目的に、シ
ャン州北部で中国企業が商店や工場、農園を
開設、それに伴って多様な職業に従事する中
国人が国境を越えて移住した。その結果、ム
セーやラショウ、マンダレーはあたかも中国
の都市のような景観を呈し、地元住民の生業
や衣食住、健康管理など日常生活の端々にま
で中国の影響が及ぶこととなった。 
2）国境の少数民族 
 このような状況から判断すれば、中国が主
導権を握り、東南アジア諸国をその政治的、
経済的、文化的影響下に取り込む「新植民地
化」の動きと捉えることもできる。しかし、
北京政府と東南アジア各国政府の中央対中
央の関係をはなれ、国家と国家が境界を接す
る地域、つまり、雲南省とミャンマー、ラオ
ス、ベトナムの国境地域に視線を移せば、そ
の最前線で現実に「大国」と接しているのは
少数民族であることが指摘できる。 
3）国家と国家のはざまで 
 東南アジア大陸部では、19 世紀までに盆地
にタイ系住民の政権が点在し、山地ではさま
ざまな民族集団が森林資源や焼畑耕作に依
拠した生活を送っていた。20 世紀初頭、この
地域が四つの領域国家に分断された結果、国
境周辺に居住する民族集団は周縁化され、国
家のマジョリティとの対比から少数民族と
位置づけられるに至った。つまり、国境周辺
の少数民族は、自分たちを領域内に取り込ん
だ国家、その国家に隣接する国家など、東南
アジアの「大国」の重層した影響下に置かれ
てきた。さらに 2000 年以降、中国から、人・
モノ・資金・技術・情報が急激に流れ込んだ。 
4）先行研究 
 これまで東南アジア大陸部山地は、「照葉
樹林文化圏」「シャン文化圏」「上座仏教世界」
などと位置づけられてきた。Evans, Hutton 
and Eng (2000)では、中国と東南アジア国境域
の政治経済や資源管理問題を総合的に議論
されたが、その後、中国の影響は質的量的に
拡大している。しかし、こうした事態に反し
て、本研究に類する先行研究(Sturgeon2005) 
はいまだ少ない。 
  
２．研究の目的 
 本研究では、ミャンマー、ラオス、ベトナ
ムの 3 国が中国雲南省と国境を接する東南ア

ジア大陸部山地を対象に、東南アジアと中国
の「大国」のはざまで暮らす少数民族が、国
家レベルの政治的、経済的、文化的影響を受
けつつも、自らの生活世界［生業活動・健康
管理・生活文化］を能動的に変化させるプロ
セスを詳細に描き出し、政策決定やグローバ
ルな経済原理に拮抗する、ローカルな生存戦
略を明らかにする。 
  
３．研究の方法 
 2008 年度から 2010 年度までの 3 年間、ベ
トナム、ラオス、ミャンマーでの中国国境域
で、①国境拠点における生業活動に関する現
地調査、および、②健康管理と生活文化にか
かわる通地域的調査を実施し、情報や資料を
集積する。さらに③統合研究として、調査成
果を国内研究会で報告し、各研究分担者の研
究の進捗状況を相互に確認するとともに、
2009 年度と 2010 年度におこなった雲南省で
の現地調査の結果や隣接諸地域で集められ
たデータと比較する。 

具体的には、①国境拠点における生業活動
調査については、松田がミャンマー、シャン
州ムセーとその周辺の国境地域の事例を、横
山がラオス、ルアンナムター県ボーテンとそ
の周辺の国境地域の事例を、柳澤がベトナム、
ラオカイ省ラオカイとその周辺の国境地域
の事例をそれぞれ担当する。 

②健康管理と生活文化の通地域的調査に
ついては、白川がマラリア対策に関連して、
抗マラリア薬と化学繊維製蚊帳の使用状況
を、落合が民族衣装に関連して、植物素材と
人工素材の使用状況をそれぞれとりあげる。 
 以上の結果を踏まえ、2011 年度には補足調
査を行ったうえで成果全体を総合化し、報告
書の刊行と一般向けの講演会の開催によっ
て成果を公開する。 
 
４．研究成果 
（1）成果の概要 
本研究では、ミャンマー、ラオス、ベトナ

ムの中国国境地域で、少数民族とよばれる
人々が、中国やタイといった「大国」から政
治的、経済的、文化的圧力を受けながらも、
日常生活においては「大国」の影響を手なづ
け、飼いならし、したたかに自らのアドバン
テージを確立していくプロセスを明らかに
することができた。 
これまで少数民族に関しては、ある種のス

テレオタイプ、つまり、「伝統的な生業や文
化、自然と調和した暮らし」といった牧歌的
なイメージ、またいっぽうでは「反政府組織
の武装抵抗、麻薬取引や性的労働などの非合
法活動」といったアウトサイダー的イメージ
が提示されることが多かったが、本研究では、
日常生活に即したリアルな生存戦略の実態
を示すことができた。 



その内容を、国境拠点における生業活動調
査と、健康管理と生活文化の通地域的調査に
分けて、以下に示す。 
（2）国境拠点における生業活動調査 
1）ミャンマー北部国境地域 

シャン州北部の中国国境地帯では、シャン
人住民が近代的な稲作経営に成功し、高収入
を実現している。一方、シャン州南部の山地
部では、パオ人住民が灌漑畑作を展開し、焼
畑農耕からの転換を成功させている。いずれ
の生業も、政府の支配をかいくぐる、あるい
は政府との絶妙な間合いを維持することに
よって成り立っている。このような少数民族
の日常的な生業活動からは、中央政府に対す
る抵抗戦略、武闘派の過激な抵抗とは異なる
静かな抵抗のあり方が見出される。 
2）ラオス北部国境地域 

最近 10 年間、多くの中国企業が進出した
ラオス北部国境地域では、果物や野菜など多
種多様な作物を栽培し、中国にむけて出荷す
るという契約栽培がタイ系住民などによっ
て行われてきた。低地部に水田裏作として導
入された契約栽培と比べると、山地部に導入
された果物などの契約栽培は、急激かつ不可
逆的な土地利用の変化を招いている。しかし、
住民には経済的に大きな利益をもたらして
いる。 
3）ベトナム国境地域 

ベトナム北部山地ライチャウ省の中国国
境沿に居住するモン人は、棚田で稲作をおこ
ない、自家消費用に米を生産すると同時に、
かつてのケシ、現在のカルダモンのように、
さまざまな商品作物を栽培し、これを販売す
ることで、外部世界と密接にかかわりあいな
がら生計をたててきた。このようなプロセス
には、中国とベトナムのはざまで政治的、経
済的に翻弄されながらも、自らの生存とより
豊かな生活を確保するための対応力が見出
される。 
（3）健康管理と生活文化の通地域調査 
1）健康管理 

マラリアによる健康被害を回避する手段
としての蚊帳に着目してみると、ラオス北部
のタイ系住民は、もともと伝統的な木綿の蚊
帳を使用してきたが、近年では近代的な化学
繊維の蚊帳が中国やタイから国境を越えて
入ってきている。タイ系住民の間における両
者の消長、つまり、前者が使われなくなり、
後者が浸透するプロセスを跡づけることに
よって、使われる蚊帳のモノとしての変化と
その使われ方の不変性、モノの取捨選択をす
る地元住民の側の自立性が浮き彫りになる。 
2）生活文化 

ラオスやミャンマーの少数民族の民族衣
装は、中国やタイからのモノの流入や観光開
発を背景に、ワタやアイなどの自然素材を使
用した手染め手織りの日常着から、化学繊維

やプラスティック素材を使用した商品へと
大きな変貌をとげている。その結果、民族衣
装の新たなデザインや着こなしが実現され、
とくにシャン人やカチン人については国境
をはさんだ衣服製作の分業システムが成立
している。 
（4）成果の公開 
以上の研究成果は、次項 5 に示すような論

文、学会発表、図書によって公開してきた。
また 2009 年 8 月 22 日には、ミャンマー農業
省（ミャンマー、ネピドー市）において、農
業計画局セミナーを開催し、現地研究協力者
に成果の一部を発表し、検討した。さらに、
研究成果全体を総合し、最終的に単行本とし
て出版する予定である。 
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